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絵
画
や
手
紙
約
5
0
点
を

　
　
　
　
４
部
構
成
で
展
示

　
歴
史
資
料
館
で
は
、
冬
の
企
画
展
「
橘
　
香
邨
」
を
一
月
九
日
ｍ
一
か
ら
三

月
二
十
七
日
聞
ま
で
開
催
。
橘
香
邨
は
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
宇
治

に
住
み
、
宇
治
の
人
々
か
ら
愛
さ
れ
た
市
井
の
日
本
画
家
で
す
。
展
示
で
は
、

香
邨
の
絵
画
や
手
紙
な
ど
約
五
十
点
を
、
「
香
邨
と
宇
治
」
「
宇
治
勝
景
」

「
唐
土
画
遊
」
「
花
鳥
風
月
」
の
四
部
構
成
に
分
け
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

宇
治
を
愛
し
た
、
市
井
の
日
本
画
家

に
師
事
。
こ
の
時
、
橋
本
関
＝

と
知
り
合
い
、
以
後
、
生
涯
ふ

友
と
し
て
親
交
を
深
め
る
。

　
豚
昆
京
都
画
壇
の
診

・
竹
内
栖
鳳
の
門
下
に
入
り
、

約
六
年
間
日
本
田
を
勉
強
す
ふ

が
、
そ
の
後
栖
鳳
門
下
を
離
れ

播
州
を
中
心
に
活
躍
ｂ
だ
。
ふ

し
て
、
大
正
十
二
年
（
一
九
一

三
）
か
ら
は
宇
治
に
移
り
、
ｒ

の
地
を
拠
点
と
し
て
画
業
を
聡

開
す
る
。

　
彼
は
、
美
し
い
宇
治
の
風
１
　

は
も
ち
ろ
ん
、
山
水
や
花
烏
風

月
な
ど
、
生
あ
る
も
の
へ
の
＠

と
自
然
の
美
し
さ
を
絵
で
表
ｍ

生
涯
市
井
の
田
家
で
あ
っ
た
仙

後
に
人
間
国
宝
と
な
っ
た
鎌
倉

よ
し
た
ろ
う
　
　
　
・
　
お
と
ま
る
こ
う

河
太
郎
（
型
染
絵
）
や
音
丸
耕

堂
（
彫
漆
）
に
絵
を
指
導
し
た

こ
と
、
ま
た
栖
鳳
の
門
弟
時
代

に
関
雪
と
並
ん
で
将
来
が
期
待

さ
れ
て
い
た
こ
と
な
芦
か
ら
、

技
術
的
に
は
秀
れ
た
も
の
を
持

っ
て
い
た
こ
と
が
２
　
ぶ
え
る
．

　　　市消防本部

最新鋭の指令システムを導

入　12月16日から

消
防
本
部
の
通
信
指
令
室
に
、

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
の
最
新

鋭
通
信
指
令
シ
ス
テ
ム
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。

　
従
来
の
指
令
装
ａ
は
、
昭
和

四
十
九
年
か
ら
使
用
。
装
置
の

老
朽
化
に
加
え
、
火
災
や
救
急

４
ハ
イ
テ
ク
を
駆
使
し
た
指
令
室
内
部

さ
れ
た
指
令
装
置
と
、
無
線
統

制
台
で
構
成
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
制
御
で
消
防
隊
を
自
動
編
成

し
た
り
、
各
消
防
（
分
）
署
の
車

両
状
態
が
一
目
で
分
か
る
な
ど

多
彩
な
運
用
が
可
能
で
、
今
後

の
消
防
活
動
に
大
き
な
威
力
を

菟
道
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

１
月
2
2
日
（
金
）
に
オ
ー
プ
ン

　
　
一
月
二
十
二
日
廊
、
椛
島
・
伊

勢
田
・
平
盛
（
昨
年
十
二
月
開

館
）
に
次
ぎ
、
菟
道
ふ
れ
あ
い

セ
ン
タ
ー
（
胆
兎
道
幼
稚
園
跡
）

が
オ
ー
プ
ン
。
地
域
活
動
や
憩

い
の
場
ぐ
し
て
、
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
同
セ
ン
タ
ー
は
、
「
老
人

憩
い
の
部
屋
」
、
「
こ
μ
も
図
書

コ
ー
ナ
ー
」
、
「
多
目
的
活
動
室
」
。

　
「
子
供
と
老
人
の
広
場
」
、
「
会

議
室
」
で
構
成
。
占
有
使
用
時
以

以
外
の
ご
利
用
は
自
由
で
す
。

　
《
ご
利
用
に
際
し
て
〉

▼
開
館
時
間
・
：
午
前
９
時
～
５

　
時
。
必
要
と
認
め
ら
れ
る
場

　
合
は
午
後
1
0
時
ま
で
。

▼
休
館
日
…
月
曜
日
と
祝
日
、

　
1
2
月
2
8
日
～
１
月
３
日
。

▼
占
用
使
用
の
申
し
込
み
・
：
便

　
用
日
の
１
ヵ
月
前
か
ら
３
日

　
前
ま
で
に
セ
ン
タ
ー
へ
来
館

　
し
、
「
使
用
許
可
申
請
書
」
に

　
そ
の
場
で
記
入
、
提
出
し
て

　
く
だ
さ
い
。
占
用
使
用
の
申

　
し
込
み
受
け
付
け
は
、
１
月

　
1
6
日
出
か
ら
。
電
話
は
不
可
。

　
　
2
4
日
に
開
館
式

　
　
一
月
二
十
四
日
間
の
午
前
十

時
か
ら
、
菟
道
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
で
開
館
式
を
開
催
。
続
い

て
人
形
劇
団
「
六
」
が
開
館
記

念
行
事
と
し
て
、

人
形
劇
と
影
絵

を
公
演
し
ま
す
。

入
場
は
無
料
。

多
数
ご
来
場
く

だ
さ
い
。

　
　
（
広
報
課
）

発
揮
す
る
も
の
と
、
期
待
さ
れ

ま
す
。

　
な
お
、
こ
れ
に
伴
い
、
通
信
指

令
室
の
位
置
を
、
従
来
の
大
会

議
室
に
移
動
。
廊
下
に
面
し
た

ガ
ラ
ス
窓
か
ら
、
い
つ
で
も
見

学
し
て
い
た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、

新
し
ぐ
病
院
案
内
電
話
（
豊
③

3
6
1
1
）
を
設
置
し
ま
し
た
。

受
診
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
（
消
防
本
部
）

青
少
年
対
策
室

青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
移
転

　
　
一
月
二
十
二
日
出
、
青
少
年

対
策
室
と
青
少
年
セ
ン
タ
ー
が
、

旧
菟
道
幼
稚
園
跡
地
に
移
転
。

菟
道
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
と
併

館
に
な
り
ま
す
。
青
少
年
セ
ン

タ
ー
は
、
名
称
が
「
青
少
年
指
導

セ
ン
タ
ー
」
に
改
称
さ
れ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
青
少
年
対
策
室
）

809

病院案内電話・213611

☆1月9日(土)～3月27日(日)(月曜日･祝日は休館)

　　　　　　　　　午前９時～午後５時

☆歴史資料館　☆入場無料

歴史資料館・冬の企画展

市井に生き、生あるものへの愛と自然の美を描いた

日本画家

橘香邨

　
橘
香
邨
（
一
八
八
〇
い

な
悟
～
奢
・
穴

吹
伊
八
。
明
治
十
三
年
、

香
川
県
で
生
ま
れ
る
。

　
十
七
歳
で
画
家
金
亡

　
　
　
　
　
ｆ
Ｍ
Ｊ
;
こ
Ｃ
考

て
神
戸
へ
出
、
桂
田
湖
城

受診についての問い合わせは



1988年（昭和63年）１月11日発行（2)

１月23日(土)､中央公民館で

　
親
子
で
冬
の
夜
空
へ
夢
と
ロ
マ

ン
を
求
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
冬
は
寒
く
て
も
、
空
気
が
澄

ん
で
い
て
星
空
が
と
っ
て
を
尻

い
が
‥

　
今
回
は
、
木
星
の
大
接
近
が
見

ら
れ
、
水
星
や
金
星
も
地
平
線
に

輝
い
て
い
て
、
惑
星
の
天
体
シ
ョ

ー
が
す
ば
ら
し
い
眺
め
で
す
。
ふ

る
っ
て
御
参
加
く
だ
さ
い
。

　
▼
と
き
・
・
・
１
月
2
3
日
出
、
午
後

５
時
１
７
時
▼
と
こ
ろ
・
：
中
央
公

民
館
、
展
示
集
会
室
▼
テ
ー
マ
…

　
「
冬
の
星
座
、
惑
星
と
月
」
▼
講

師
・
・
・
明
星
天
文
館
々
長
・
江
上
賢

三
さ
ん
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
小

の冬の親子天文教寥

学
生
以
上
の
児
童
・
恚
貿
を
の

親
▼
定
員
…
親
子
5
0
組
（
先
着
順
）

▼
参
加
費
・
：
無
料
▼
持
ち
物
・
：
防

冬し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
１
月
1
2

日
か
ら
中
央
公
民
館
へ
電
話
か
直

接
来
館
で
。

　
　
　
　
　
　
　
（
中
央
公
民
館
）

　
晴
れ
や
か
婦
人
の
講
座

　
～
知
と
技
を
広
げ
る
た
め
に
～

　
こ
の
講
座
で
は
、
主
婦
と
し
て
、

家
族
の
健
康
管
理
や
暮
β
し
に
関

わ
る
経
済
な
べ
い
ろ
い
ろ
な
問

題
に
つ
い
て
考
公
安
。

　
多
数
の
ご
参
加
を
、
お
待
ち
し

て
い
手
子
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
ぢ
上
表
の
と

お
り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
広
野
公
民
館
▼

対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
婦
人
▼
定
員

・
・
・
3
0
人
（
先
着
順
）
▼
申
し
込
み

・
問
毀
Ｂ
せ
・
・
・
広
野
公
民
館
へ

電
話
か
直
接
来
館
で
▼
保
育
…
２

歳
以
上
の
子
ど
も
1
0
人
。
お
や

晴れやか婦人の講座日程(広野公民館)

回 日　　程 内　　　容 講゛師

１ １月21日(木)
開講の挨拶

オリエンテーション
晴れやかに歌いましよう

公民館長

やまぷきｺｰﾗｽ代友
加藤　敦子さん

２ １月27日(水)
人生80年代を生きる
　　～現代の家庭と
　　　　　好ましい婦人像～

京都9華大学tin

藤枝　澪了さん

３
２月４日(木)

午前9時30分~
　午後1時まで

三世代団らんのひとときを//

　　～調理と試ft～
管f!栄養i:
司馬　正子さん

４ ２月10日(水)
くらしの経済知識
　　～円高がくらしに
　　　　　もたらすもの～

京都産業人学lili

渡辺　利得さん

５ 2 川18日(木)
家族の健康管理

　～基本になる医療知識と
　　　　　　健康チェック～

宇祐伏Iil所
　保健婦腱稲波　豊子さん

つ
代
二
百
五
十
円
が
必
要
。
第
一

講
の
営
け
付
け
で
徴
収
。

　
　
　
　
　
　
　
（
広
野
公
民
館
）

　
い
き
い
き
健
康
講
座

　
人
生
八
十
年
時
代
か
迎
え
、
健

康
へ
の
関
心
も
増
々
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
多
様
化
す
る
社
会
の
中
で
、

ど
の
ぶ
つ
に
自
分
の
健
康
聚
維
持

　
・
増
進
し
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う

　
か
。
健
康
講
座
に
参
加
し
て
考
政

て
み
ま
せ
ん
か
。

　
▼
日
程
・
内
容
・
：
左
表
の
と

お
り
▼
と
こ
ろ
・
・
・
小
倉
公
民
館
ま

た
は
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
▼
対
象

・
・
・
市
内
在
住
で
５
回
共
参
加
出
来

る
人
▼
定
員
・
・
・
い
ず
れ
も
4
0
人
▼

申
し
込
み
・
問
営
Ｂ
せ
・
・
・
小
倉

公
民
館
で
受
講
希
望
の
人
は
電
話

か
直
接
来
館
で
。
保
健
医
療
セ
ン

タ
ー
で
受
講
希
望
の
人
は
保
健
予

防
課
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
電
話

か
直
接
来
庁
で
▼
保
育
・
・
・
２
歳
以

　
中
央
図
書
館

　
児
童
書
コ
ー
ナ
ー

　
今
回
は
、
エ
ト
に
ち
な
ん

で
「
龍
」
の
本
を
展
示
に
ま
す
。

　
　
「
た
つ
、
り
ゅ
う
、
ド
ラ
ゴ

ン
の
本
」
と
題
し
て
、
絵
本

や
よ
み
も
の
な
ど
た
く
さ
ん

用
意
し
ま
し
た
。
″
藻
の
動

物
『
り
ゅ
う
』
が
本
の
中
m
j

>
m
躍
し
て
い
る
か
を
、
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。
期
間
は

一
月
三
十
日
出
ま
で
で
す
。

　
　
　
　
　
（
中
央
図
書
館
）

彦
中央公民館…折居台１丁

目1 （昔⑩1411）

広野公民館…広野町寺山

17（S@7450）

小倉公民館…小倉町寺内

91（S(g)4687）

上
の
吊
戸
も
▼
一
回
目
に
み
云
什

の
塩
分
測
定
と
検
尿
有
り
▼
持
参

す
る
物
・
・
・
み
そ
汁
、
尿
、
健
康
手

帳
（
持
っ
て
い
る
人
の
み
）
。

　
（
小
倉
公
民
館
・
保
健
予
防
課
）

いき健康講座日程いき

〈小　倉　公　民　館〉

と　　き 内　　　容 講　師

　　1/26(刈午後1時半~4時
動脈硬化を防ぐには 宇沁久世医帥会　森譚　格さん

　　2／2(･刈
午後i時半～4時

健康は丈夫な歯から　～歯槽15漏について～

宇,t＼久世(*H医師会

　保田　宗茂さん

　　2
／9(火
午前10時～正午

生活の中に運動を 大阪体育大学教授
　細川　　外さん

　　2/16(火午前10時～正午
若さを保つための食事iti呆≪l予防課　栄　養　士

　　3
／1(火
午前10時～u時

みっめよう心の健康 宇iflli健所　金子　和夫さん

午前l時～正午グループワーク
公民館職員
市保健予防課職貝

コ〈保健医療センター〉

と　　き 内　　　容 講　師

　　1／1801)
午m時半-4時

動脈硬化を防ぐには 宇治久世医師会　岡田　豊子さん

　　1/25(ll)
午後1時半~4時

健Bitは丈夫な歯から　～(*i槽膿漏について～
宇iftX世(*H医師会
　土肥　修次さん

　　2／1(1)午前10時~正午
生iSの中に運動を 人阪体fr大学教授

　細川　　??さん

　　2／8(11)午n<no時～正午
若さを保つための食事市保健予防課　栄　養　士

　　2/15(1)午mo時～n時
みっめよう心の健康 宇治保健所　金子　和夫さん

午Him時～正午 グループワーク 削呆健予防課職貝

不用品情報センター提供・希望
の登録を

２
月
2
9
日
ま
で
開
設

日
ま
で
開
設

　
市
で
は
、
家
庭
で
不
用
に
な

っ
た
品
物
盈
別
の
家
庭
で
有
効

に
利
用
し
て
い
た
だ
ぐ
た
め
、

不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー
を
二
月

二
十
九
日
ま
で
開
設
し
て
い
ま

す
。
　
譲
り
た
い
も
の
、
欲
し
い
も

の
が
あ
る
人
は
、
不
用
・
回
報

セ
ン
タ
ー
に
登
録
し
て
ぐ
だ
さ

い
。

　
▼
主
な
取
り
扱
い
品
・
：
家
具
、

電
気
製
品
、
楽
器
、
石
油
・
ガ

ス
器
具
、
自
転
車
、
ベ
ビ
ー
・

子
μ
七
用
品
（
お
も
ち
や
、
絵

本
、
衣
類
な
ど
を
除
く
）
、
ス
ポ

ー
ツ
ー
レ
ジ
ャ
ー
用
品
、
一
般

家
庭
用
品
（
食
器
、
洗
剤
、
衣

類
、
日
田
官
Ｅ
な
芦
尽
際
く
）
、
学

習
用
品
（
雑
誌
・
文
具
怠
で
）

な
ど
。

　
▼
品
物
の
取
り
引
き
方
法
…

提
供
・
希
望
の
条
件
が
ほ
ぽ
一

致
し
た
場
合
、
情
報
セ
ン
タ
ー

か
ら
希
望
者
に
連
絡
し
、
当
事

者
聞
で
話
に
Ｘ
％
て
い
た
だ
き

未
了
。

　
▼
問
題
な
ど
心
処
理
・
：
故
障

欠
陥
、
そ
の
外
の
問
題
が
生
じ

た
場
合
は
、
当
時
者
間
で
解
決

を
。
市
は
一
切
の
問
題
に
責
任

を
負
い
ま
せ
ん
。
（
商
工
観
光
課

▼
不
用
品
情
報
セ
ン
タ
ー

　
〒
6
1
1
宇
治
市
宇
治
昌
E

3
3
宇
治
市
役
所
商
工
観
光

課
消
費
牛
活
係
（
豊
⑩
3
1

4
1
）

／

５１
団オルン　１　１　スおオ　　Ａ
　｀ぶヒガ｀　｀チまル電譲
四拡Uにりn

考ぃj　l、ガフフニ　ヽルす

？す、■ I χァァ段之が－Ｊ掛小ブ・ンンペ－ン
セ　・型　｀プヒヒッ?L　｀

｀y敷ラパロｌ　ｌ　ド母電1｀。布ジネパタタ　- 果気

登
録
中
の
品
物

召

年
１
月
５
日
･現
色

|ヽ男編掃家用ッペク
｀子み除具力1ヽッギ応。

グ用機機調｜　｀|'夕接譲
ブ自　｀　｀こシペ　｀I　セつ
ル転電石た１　ビベ　｀ッて
ラ車動油つ|ヽ｜　ビハトく
ジ　｀ミ　フ　ヽヽ力　｜　イ　｀だ

力三シア冷電｜ベチ書さ
セ味ンッ凍気　｀ッエ棚い
゜線　｀ヒ冷スベドア　* ゛

　　｀？　r 蔵トビ　ヽI 電
　子　ン　　庫　１　１　べ　｀子
　供ぞタ　・ブキビ子ォ

　用夕　j、電　｀ャ　｜供ル　足ど＿気石リス用が
　踏ベアオ油１プぶン
　式食レルス　｀リら　｀
　ス器ビガI-ベンんフ
　ケ棚台ン｜　ビグこォ
　｜　ヽ｀　｀ﾌ:Iマ　｀　｜

宇
治
市
成
人
式

１
月
１
５
日
（
祝
）
文
化
会
館
で

▼
と
き
・
：
6
3
年
１
月
1
5
日
脚
、

　
午
後
１
時
１
３
時
半
（
午
後

　
零
時
半
開
場
）

▼
と
こ
ろ
・
：
文
化
セ
ン
タ
ー
大

　
ホ
ー
ル

▼
催
し
・
：
○
式
典
Ｏ
青
春
ト
ー

　
ク
「
Ｂ
Ｌ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ｎ
Ｅ
Ｗ

　
Ａ
Ｄ
Ｕ
Ｒ
Ｔ
　
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｌ
Ｏ

　
Ｓ
Ｉ
Ｏ
Ｎ
（
新
成
人
の
爆
発
）

　
Ｗ
Ｉ
Ｔ
Ｈ
つ
ボ
イ
ノ
リ
オ
」

上企
画
＝
「
強
く
握
れ
、
押
し
倒

せ
、
そ
し
て
・
：
奪
え
」
（
豪
華

　
賞
品
争
奪
壇
上
握
手
相
百
腕

　
倒
競
技
）

▼
対
象
…
昭
和
泗
一
年
４
月
２
日

　
～
4
3
年
４
月
１
日
に
生
次
れ

　
た
市
内
在
住
者

▼
問
い
４
１
１
ｅ
＼
-
：
社
会
教
育
課

　
（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

810

毎
月
、
お
子
さ
ん
の
写
真
を
掲
載
し
て
い
ま
す
が
、

ｔ
今
回
は
応
募
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

願
　
六
十
二
年
一
月
生
吉
昌
お
子
さ
ん
を
募
集
し
て
い

お
米
す
。
広
報
課
（
容
⑩
Ｑ
‥
ｙ
１
４
１
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ

　
　
さ
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
広
報
課
）

冬の親子天文教室

う
ま
い
話
に
は
落
し
穴

契
約
は
慎
重
に

消
費
者
コ
ー
ナ
ー

　
ト
ラ
ブ
ル
の
多
い

　
　
訪
問
販
売

　
訪
問
販
売
は
、
家
庭
に
居
な

包
朗
品
、
サ
ー
ビ
ス
の
購
入

ｍ
出
来
る
、
十
分
な
説
明
m

り
ら
れ
る
な
ど
の
利
点
も
あ
る

又
面
、
つ
い
不
必
要
な
品
物
や

鼎
皇
以
上
の
購
入
を
す
る
な

ど
の
弊
害
も
あ
り
未
ず
。
ま
た

比
較
的
簡
単
に
立
替
え
払
い

契
約
を
利
用
出
来
る
こ
と
で
、

高
額
商
品
の
分
割
購
入
も
可
能

な
た
め
、
業
者
や
セ
ー
ル
ス
マ

ン
の
積
極
的
な
売
り
込
み
、
一

部
業
者
の
過
大
な
表
現
や
事
実

と
異
な
る
説
明
な
芦
茄
ら
、
ト

　
ト
ラ
ブ
ル
防
止
法

　
本
当
に
必
要
な
も
の
か
ご
フ

か
よ
く
考
え
、
購
入
意
思
の
な

い
と
き
は
、
は
っ
き
り
断
る
こ

と
で
す
。
ヤ
ー
ル
ス
マ
ン
が
訪

登
録
中
の
品
物
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1988年（昭和63年）宇治市政だより

育成学級

　
昭
和
六
十
三
年
度
育
成
学
級
の

入
級
申
請
受
け
付
け
を
、
一
月
二

十
一
日
出
か
ら
行
い
ま
す
。

　
（
申
し
込
み
が
出
来
る
人
）

　
昭
和
六
十
三
年
四
月
二
日
現
在
、

市
立
小
学
校
に
在
学
す
る
一
年
生

か
ら
四
年
生
ま
で
の
児
童
の
内
、

１
月
2
1
日
か
ら

に
親
が
昼
間
、
外
ぺ
に
任
事
を
じ
て

い
る
か
詞
気
な
ど
で
、
放
課
後
児

童
だ
け
に
な
る
場
合
に
限
り
未
了
。

　
（
申
込
用
紙
と
必
要
書
類
）

　
申
込
用
紙
は
、
各
小
学
校
の
育

成
学
級
ま
た
は
教
育
委
員
会
社
会

教
育
課
で
お
渡
し
し
４
　
ｙ
。
申
請

に
は
、
母
親
の
勤
務
証
明
書
な
ど

が
必
要
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
、

　
「
入
級
の
手
続
き
」
を
ご
覧
ぐ
だ

さ
い
。

　
《
申
請
受
付
日
と
場
所
）

Ｏ
１
月
2
1
日
出
―
各
小
学
校
内
の

育
成
学
級
で
、
午
前
９
時
か
ら
正

いクリスマス会。みんな元気いっぱい発表しました

　　　　　昭和i年12月25日、西大久保小学校で)

▲楽し

　
午
ま
で
。

Ｏ
１
月
2
2
日
出

　
・
2
3
日
出
＝

　
教
育
委
員
会

　
社
会
教
育
課

　
で
、
午
前
９

　
時
か
早
後

　
４
時
ま
で
。

　
な
お
、
現
在

入
級
し
て
い
る

児
童
で
、
引
き

続
今
ハ
級
か
希

望
ず
る
人
も
申

請
手
続
き
が
必

要
で
す
。

（
社
会
教
育
課
）

市営住宅の空さ家募集

　　1月19日まで

　
市
営
住
宅
宝
佞
の
入
居
者
か
募
集
し

毒
司

　
▼
募
集
団
地
・
所
在
地
・
：
黄
緊
市
営
住

宅
・
五
ヶ
庄
三
番
割
3
7
番
地
▼
戸
数
・
：
５

戸
程
度
▼
種
別
…
第
２
種
住
宅
▽
家
賃
…

六
千
五
百
円
（
月
額
）
▼
申
し
込
み
・
・
ｉ

月
Ｈ
日
側
か
ら
1
9
日
固
ま
で
に
、
住
宅
課

へ
▼
資
格
・
：
①
住
宅
に
困
っ
て
い
る
市
内

在
住
者
②
同
居
ま
た
は
同
居
ト
ｙ
富
戸
チ

る
親
族
が
あ
る
こ
と
（
内
縁
関
係
や
婚
約

者
套
ら
む
）
③
保
証
人
（
市
内
在
住
・
２

人
）
が
あ
る
こ
と
④
基
準
収
入
で
あ
る
こ

と
▼
問
い
合
わ
せ
…
住
宅
課
（
ａ
⑩
3
1

4
1
）
へ
。
　
　
　
　
　
　
（
住
宅
課
）

を
名
簿
へ
登
録
し
、
事
務
繁
忙
期

ま
た
は
産
休
・
病
欠
職
員
の
代
替

え
な
ど
の
理
由
で
必
要
な
際
に
選

考
を
行
い
、
雇
用
し
示
７
▼
申
し

込
み
…
市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
写
真
を
は
っ
て
職

員
課
（
〒
6
1
1
宇
治
琵
琶
3
3
番
地
）
へ

提
出
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
職
員
課
）

　
お
急
ぎ
く
だ
さ
い

　
償
却
資
産
の
申
告

　
毎
年
一
月
一
日
現
在
、
市
内
で

償
却
資
産
を
所
有
し
、
事
業
（
工

場
、
事
務
所
、
商
店
な
ど
）
の
用

に
供
し
て
い
る
人
は
、
所
定
の
申

告
を
し
て
い
た
だ
ぐ
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
償
却
資
産
と
は
、
土

地
・
家
屋
以
外
の
有
形
の
固
定
資

産
の
内
、
事
業
に
使
用
し
て
い
る

も
の
で
、
そ
の
減
価
償
却
額
（
費
）

が
、
法
人
税
ま
た
は
所
得
税
法
の

規
定
に
よ
る
所
得
の
計
算
上
、
損

金
や
必
要
経
費
に
算
入
さ
れ
る
も

の
を
い
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

償
却
資
産
と
な
り
ま
す
。

　
▽
構
築
物
・
：
事
業
所
内
の
舗
装

部
分
、
門
、
ネ
オ
ン
、
迢
居
な

ど
▽
機
械
・
装
置
・
：
各
種
機
械
、

デ
イ
・
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
１
月
は
編
み
物
教
室
な
ど

　
在
宅
の
障
害
者
が
対
象
で
す
。

申
し
込
み
・
問
い
<
!
ａ
ｃ
＾
は
、
い

ず
れ
も
社
会
福
祉
協
議
会
（
容
⑩

５
６
５
０
・
ミ
ニ
フ
ァ
ッ
ク
ス
⑩

0
8
5
7
）
ま
で
。

　
〈
陶
芸
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
冷
適
水
曜
日
、
午
後

１
時
Ｉ
４
時
と
毎
週
土
曜
日
、
午

前
1
0
時
～
正
午
▼
と
こ
ろ
…
総
合

福
祉
会
館
▼
指
導
・
・
・
老
人
セ
ン
タ

ー
サ
ー
ク
ル
「
琵
琶
窯
陶
苑
」
▼

参
加
費
…
百
円
（
粘
土
代
）
▼
持

ち
物
・
・
・
エ
プ
ロ
ン
▼
申
し
込
み
・
：

随
時
。

　
〈
編
み
物
教
室
〉

　
▼
と
き
・
：
１
月
1
3
日
・
2
0
日
、

２
月
1
0
日
・
1
7
日
、
３
月
２
日
・

1
6
日
、
い
ず
れ
も
水
曜
日
、
午
後

Ｌ
時
半
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
総

合
福
祉
会
館
▼
対
象
…
難
聴
者
と

そ
の
家
族
▼
内
容
・
・
・
小
物
▼
指
導

・
・
・
野
口
華
子
さ
ん
▼
申
し
込
み
・
・
・

１
月
1
2
日
固
ま
で
（
当
日
も
可
）
。

　
〈
着
付
け
教
室
〉

　
▼
と
き
…
１
月
2
7
日
團
、
午
後

Ｌ
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
総
合

福
祉
会
館
▼
対
象
・
：
難
聴
者
▼
内

容
・
：
狐
釣
ひ
結
び
▼
持
ち
物
…
着

物
、
袋
帯
ま
た
は
名
古
屋
帯
、
小

物
一
式
▼
指
導
…
仮
屋
好
永
さ
ん

▼
申
し
込
み
・
・
ｉ
月
2
3
日
出
ま
で
。

　
　
　
　
　
（
社
会
福
祉
協
慾
ｙ
）

ヨ

小
林
幸
子
シ
ョ
ー

２月11日(祝)

装
置
、
冷
暖
房
設
備
な
ど
▽
工
具

や
器
具
・
回
Ｔ
計
算
機
、
複
写

機
、
い
す
、
ロ
ご

Ｉ
ス
な
ど
。

　
申
告
書
は
、
二
月
一
日
囲
ま
で

に
資
産
税
課
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
記
入
方
法
な
り
評
し
ぐ
は
、

資
産
税
課
（
容
⑩
3
1
4
1
）
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
資
産
税
課
）

　
産
明
け
保
育
と
昼
間
里
親

　
申
し
込
み
受
け
付
け

　
産
休
明
け
保
育
と
昼
間
里
親
制

度
の
、
昭
和
六
十
三
年
度
申
請
受

け
付
け
を
行
っ
て
い
ま
す
。
。

　
▼
対
象
・
：
母
親
が
家
庭
ま
た
は

外
で
仕
事
を
し
て
い
る
か
。
病
気

な
ど
で
保
育
が
出
来
な
い
乳
児
で
、

6
3
年
２
月
２
日
ま
で
に
出
生
届
け

　
戦
没
者
遺
族
の
特
別
弔
″
釜

の
請
求
は
、
昭
和
六
十
三
年
六

月
十
三
日
ま
で
に
請
求
し
な
い

と
、
時
効
に
よ
り
権
利
が
無
く

２月11日(祝)

　昼の部　午後2時半
　夜の部　午後5時半

文化センター大ホール

前売り券発売中

　　　　S席3,500円　A席3,000円

●問いI合わせ　文化センター(e酋2lll)へ

出
が
さ
れ
た
６
ヵ
月
未
満
児
▼
申

し
込
み
・
：
２
月
２
日
㈹
、
午
後
４

時
ま
で
に
、
福
祉
事
務
所
保
育
課

（
豊
⑩
3
1
4
1
）
へ
。
（
保
育
課
）

　
巾
民
か
る
た
大
会

　
▼
と
き
＝
・
１
月
1
7
日
㈲
、
午
前

1
0
時
開
始
▼
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民

館
▼
ク
ラ
ス
・
・
Å
級
＝
経
験
者
、

Ｂ
級
＝
初
心
者
、
Ｃ
級
＝
小
学
生

低
学
年
▼
費
用
・
・
・
小
・
中
学
生
＝

三
百
円
、
高
校
生
以
上
―
五
百
円

▼
参
加
・
：
当
日
直
接
会
場
へ
。
’

　
　
　
　
　
　
（
市
民
体
育
課
）

　
飼
え
な
く
な
っ
た

　
犬
・
猫
の
引
き
取
り

　
▼
と
き
・
：
毎
週
月
曜
日
、
午
前

９
時
～
1
0
時
半
▼
と
こ
ろ
…
宇
治

保
健
所
。
　
　
（
環
境
保
全
課
）

な
り
ま
ず
。
現
在
、
請
求
を
受

け
付
け
て
ぃ
ま
す
が
、
対
象
と

な
ぞ
ハ
ぷ
応
き
が
ま
だ
の
人

は
、
早
め
に
し
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
対
象
・
・
・
戦
没
者
の
遺
族
の

内
、
六
十
年
四
月
一
日
現
在

で
公
務
扶
助
料
、
遺
族
年
金
な

ど
の
受
給
者
の
い
な
い
遺
族
▼

主
な
支
給
順
位
…
①
配
偶
者
②

子
③
父
母
④
孫
⑤
祖
父
母
⑥
兄

弟
姉
妹
⑦
１
年
以
上
生
計
関
係

が
あ
っ
た
三
親
等
内
の
親
族
▼

支
給
額
・
：
額
面
三
十
万
円
、
十

年
償
還
の
記
名
国
債
▼
請
求
・

問
い
合
わ
せ
・
・
・
福
祉
事
務
所
社

会
課
（
き
⑩
3
1
4
1
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
課
）

　
今
回
か
ら
、
三
つ
の
基
本
目

標
に
低
つ
く
七
つ
の
運
動
項
目

ご
と
に
、
そ
の
実
践
内
容
の
概

要
と
実
践
活
動
の
進
め
方
に
つ

い
て
説
明
し
禾
す
。

＝
基
本
目
標
そ

　
心
①
＝

〈
豊
か
な
心
を

　
育
て
よ
う
〉

　
こ
の
目
標
は
、

明
る
く
住
み
よ

い
町
づ
く
り
を

み
ん
な
で
進
め

よ
う
と
設
定
。

常
に
相
手
の
身

に
な
っ
て
行
動

出
来
る
「
親
切

心
」
や
「
公
徳

心
」
の
向
上
を

図
り
、
ま
た
事

故
や
災
害
の
無

い
ぶ
つ
、
み
ん

な
で
努
力
Ｌ
垂

し
ょ
う
。

し
よ
う
○
人
権
を
尊
び
差
別
を

し
な
い
市
民
に
な
ろ
つ
」
な
ど

が
あ
り
ま
ｙ
。
こ
れ
ら
は
、
見

せ
か
け
の
行
為
や
こ
と
ぱ
の
上

だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
一
人

ひ
と
り
の
自
覚
に
よ
る
と
こ
ろ

が
大
き
い
運
動
で
す
が
、
継
続

的
に
根
気
よ
く
推
進
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
家
庭
で
は
「
親
切
・
善
意
」

な
ど
に
つ
い
て
話
し
合
う
と
共

に
、
あ
い
さ
つ
な
ど
実
践
可
能

な
も
の
か
ら
、
家
族
ぐ
る
み
で

　
　
　
　
　
　
実
践
し
ま
し
ょ

みんなで進めよう

明るく住みよい町づくり

＝
運
動
項
目
そ
の
①
‥

〈
親
切
と
ふ
れ
あ
い
の
輪
を
広

　
げ
よ
う
〉

　
こ
の
運
動
は
、
社
会
生
活
上

最
も
重
要
な
人
間
尊
重
に
立
脚

し
た
も
の
で
す
。
主
な
実
践
内

容
に
は
「
○
あ
い
さ
つ
か
励
行

し
よ
う
Ｏ
笑
顔
と
親
切
の
応
接

能
雙
を
心
掛
け
よ
う
○
子
供
・

老
人
・
体
の
不
自
由
な
人
に
愛

の
手
を
差
し
伸
べ
ぷ
っ
○
困
っ

て
い
る
人
に
は
進
ん
ぶ
而
け

　
社
会
教
育
・

社
会
福
祉
な
ど

の
団
体
や
学
校

は
、
こ
の
運
動

の
担
い
手
と
し

て
、
啓
も
う
と

実
践
活
動
を
一

層
推
進
し
ま
し

ょ
’
つ
。

　
更
に
市
民
一

人
ひ
と
り
が
、

運
動
の
趣
旨
を

理
解
し
て
、
積

極
的
に
実
践
し

定
沓
す
る
ぶ
っ

努
力
し
ま
し
ょ

●
親
切
の
笑
顔
こ
ぼ

　
れ
る
宇
治
の
ま
ち

幼
稚
園
児
の
た
の
し
い
絵
展
　
　
　
　

一
　
市
内
私
立
幼
稚
園
年
長
組
の

一
絵
岡
展
を
間
全
手
八
。
園
児
た

一
ち
の
、
夢
あ
ふ
れ
る
楽
し
い
作

一
曇
巻
ひ
ぶ
苛
だ
さ
い
Ｉ

。
▽
交
７
１
月
1
4
日
㈹
～
1
7
日

　
闇
、
午
前
９
時
～
午
後
５
時
一

▽
と
こ
ろ
・
・
・
中
央
公
民
館
集
包

　
展
示
室
　
　
　
　
　
　
　
一

▽
主
催
・
・
字
治
郵
便
局
　
　
　

”

　
　
　
　
　
　
（
宇
治
郵
便
局
二

811

カメラ
ルポ

　
一
月
四
日
、
宇
治
檎
通

り
の
茶
問
屋
か
ら
、
宇
治

茶
の
初
荷
が
出
発
。
の
ぼ

り
を
立
て
た
ト
ラ
ッ
ク
に

積
み
込
次
れ
、
全
国
各
地

に
案
の
香
り
”
を
迎
ん

で
行
き
ま
し
た
。

戦没者遺族の特別弔慰金

請求はお済ですか

入
級
申
請
の
受
け
付
け

お
知
ら

せ

みんなの市民運動

初荷

　
市
・
府
民
税
の
納
期

　
市
・
府
民
税
の
第
四
期
分
の
納

期
限
は
、
二
月
一
日
囲
で
す
。
お

忘
れ
な
く
最
寄
り
の
金
融
機
関
で

お
納
め
ぐ
だ
さ
い
。
　
（
納
税
課
）

　
臨
時
職
員
の
募
集

　
市
で
は
、
一
般
事
務
補
助
の
た

め
の
臨
時
職
員
夕
砧
集
い
￥
チ
。

　
▼
応
募
資
格
・
・
・
1
8
歳
以
上
4
0
歳

位
ま
で
の
女
性
▼
雇
用
・
・
・
応
募
者
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みんなで考えよう国保の健全化

国庫本市の61年度国民健康保険会計は、
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支 出 金 の 増 額

、

保 険 料 収 納率の向上

、

レセ

　60年度１人当たり医療費の比較

老健分　　　　　　　　　　　　　　　　図1
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プト点検の強化などで単年度約5,000万円
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の黒字決算となりました｡しかし､医療費は
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高騰を続けており、まだ約3億5,000万円の累

今[自は主に、医療積赤字が残っています。

費にスポットを当て、皆さんと共に国保の
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Ｏ

　
　

ヽ
つ

　
　

よ
一

し
Ｉ健全化に向けて考えてみま

老健以外分

6
1
年
度
末
で

　
３
億
５
千
万
円
の
累
積
赤
字

　
本
市
の
昭
和
六
十
一
年
度
の
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
心
一
計
は
、

国
庫
支
出
金
の
増
額
、
保
険
料
収

納
率
の
向
上
、
レ
セ
プ
ト
点
検
の

強
化
な
ど
の
取
り
組
み
で
、
単
年

度
約
五
千
万
円
の
黒
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
歳
出
の
大
部
分
を
占

め
る
医
療
費
は
、
依
然
と
し
て
高

騰
を
続
け
て
お
り
、
ま
だ
約
三
億

五
千
万
円
の
累
積
赤
字
が
残
っ
て

い
ま
す
。

　
宇
治
市
国
保
の
赤
字
の
原
因
と

し
て
、
①
国
保
の
財
政
基
盤
が
大

変
弱
い
こ
と
②
医
療
費
の
支
払
い

が
非
常
に
多
い
こ
と
③
五
十
九
年

の
制
度
改
正
に
よ
り
国
庫
補
助
率

が
引
き
下
げ
ら
れ
た
こ
と
１
な
ど

が
考
吝
つ
れ
ま
す
が
、
今
回
は
医

療
費
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
み
ま

し
ょ
う
。

　
国
保
は
、
自
営
業
や
農
業
、

会
社
な
ど
を
退
職
し
た
人
、
年
金

所
得
者
な
ど
、
ど
の
社
会
保
険
に

※老健とは, 70歳以上又は65歳以上の寝たきり

　老人で老人保健法の適用を受けている人

も
加
入
出
来
な
い
人
を
対
象
に
し

た
「
地
域
保
険
制
度
」
で
す
。

　
従
っ
て
、
お
年
寄
り
や
経
済
的

に
不
安
定
な
人
も
多
く
加
入
し
て

い
ま
す
。
お
年
寄
り
の
場
合
は
、

ど
フ
し
て
も
病
気
に
な
る
率
が
高

く
な
り
ま
す
が
、
保
険
料
の
基
礎

と
な
る
所
得
は
少
な
い
Ｉ
と
い
う

特
徴
夕
痔
っ
て
い
康
ｙ
。
ま
た
、
本

上手なお医者さんのかかり方

市
の
場
合
、
こ
こ
数
年
病
院
・
病

床
数
が
著
し
ぐ
増
加
し
、
医
療
費

増
に
拍
車
を
か
け
て
い
ま
す
。

高
騰
を
続
け
る
医
療
費

　
そ
れ
で
は
、
医
療
費
は
芦
汽
位

の
額
に
な
る
の
で
し
よ
シ
か
。

　
六
十
一
年
度
で
み
る
と
、
国
保

に
加
入
し
て
い
る
人
は
三
万
五
千

五
百
二
十
三
人
。
一
年
間
で
約
七

十
億
八
千
万
円
の
医
療
費
が
m

れ
、
こ
れ
に
必
要
な
保
険
給
付
と

し
て
、
国
保
会
計
か
ら
約
四
土
（

億
九
千
万
円
が
支
払
り
れ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
支
出
全
体
の
約
九

五
％
に
当
た
り
、
国
保
財
政
は
医

療
費
に
よ
っ
て
大
Ｏ
t
r
v
Ｗ
右
さ
れ

ま
す
。

　
　
一
方
、
一
人
当
た
り
の
年
間
医

療
費
か
蚕
国
平
均
と
比
較
し
て
み

ま
し
ょ
う
（
図
１
）
。
六
十
年
度

の
老
人
保
健
以
外
の
被
保
険
者
一

人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
全
国
平

均
の
十
万
三
千
三
百
四
十
四
円
に

対
し
、
本
市
で
は
十
一
万
四
千
も

忠
円
と
Ｉ
〇
・
四
知
も
高
く
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
老
健
分
の

一
人
当
た
り
の
医
療
費
は
、
全
国

平
均
四
十
七
万
三
千
八
百
四
十
円

　
医
療
費
は
、
ち
ょ
っ
と
し
た

こ
と
で
節
約
出
来
ま
す
。
次
の

こ
と
に
注
意
し
ま
し
１
つ
。
・

▽
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
時
は
、

　
必
ず
保
険
証
の
提
示
侃
持

　
参
し
な
い
で
診
療
を
受
け
る

　
と
、
全
額
自
己
負
担
に
な
る

　
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

▽
急
病
で
な
い
限
り
、
診
療
時

　
間
内
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　
時
間
外
や
深
夜
・
休
日
は
、

　
割
増
料
金
に
な
り
未
丁
。

▽
同
じ
病
気
で
、
お
医
者
さ
ん

　
を
転
々
と
変
え
る
の
は
や
め

　
ま
し
ょ
う
。
同
じ
よ
う
な
診

　
察
、
処
置
、
投
薬
を
繰
り
返
す

　
こ
と
に
な
り
、
医
療
費
も
二

に
対
し
、
本
市
で
は
六
十
九
万

一
千
九
百
二
十
八
円
と
全
国
平
均

よ
り
四
六
％
も
高
く
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
内
、
特
に
老
健
分
の
入

院
の
医
療
費
は
、
五
八
・
四
％
も

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
倍
、
三
倍
に
跳
ね
上
が
り
ま

　
す
。
ま
た
、
薬
害
な
ど
で
か
え

　
っ
て
体
忿
怒
く
す
る
こ
と
も

　
あ
り
ま
す
。

▽
診
原
に
際
し
て
は
、
お
医
者

　
さ
ん
の
指
示
に
従
い
、
む
や

　
み
に
薬
を
欲
し
が
る
の
は
や

　
め
ま
し
ょ
う
。

▽
市
が
行
ラ
各
種
検
診
な
ど
を

　
積
極
的
に
受
け
、
病
気
の
早

　
期
発
見
、
早
期
治
療
に
努
め

　
ま
し
ょ
う
。

▽
国
保
で
は
、
皆
さ
ん
が
使
わ

　
れ
た
医
療
費
や
日
数
を
お
知

　
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
健
康
状

　
態
や
医
療
費
の
大
切
さ
な
ど

　
を
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
六
十
一
年
度
の
全
国
平
均
は
、

ま
だ
発
表
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、

宇
治
市
分
で
は
、
老
健
分
一
人
当

た
り
七
十
二
万
七
千
四
十
九
円
、

老
健
以
外
で
は
十
二
万
二
千
八
十

六
円
と
一
層
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

適
正
医
療
で

　
制
度
の
健
全
化
を

　
皆
さ
ん
が
病
気
や
け
が
で
、
お

医
者
さ
ん
に
か
か
っ
た
場
合
の
医

療
費
は
、
皆
さ
ん
の
納
め
て
い
た

だ
ぐ
保
険
料
と
国
か
ら
の
補
助
金

な
ど
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
国
か
ら
の
補
助
金
は

一
定
の
割
合
に
決
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
医
療
費
が
増
え
れ
ば
保
険

料
負
担
が
増
え
る
こ
と
に
な
り
ま

す
（
図
２
）
。
つ
ま
り
、
医
療
費

に
関
心
か
痔
ち
、
少
し
で
も
節
約

出
来
る
こ
と
が
国
保
の
健
全
化
に

と
っ
て
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
一
人

ひ
と
ぴ
が
、
日
ご
ゑ
ぶ
健
康
管

理
に
努
め
、
医
療
費
を
節
約
す
る

ぷ
ワ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
節
約
す

る
と
い
う
こ
と
は
、
お
医
者
さ
ん

に
か
か
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
病
気
や
予
防
の
た

め
に
、
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ

と
は
必
要
で
す
。
国
保
は
、
そ
の
た

め
の
条
件
か
整
備
す
る
制
度
で
す
。

た
だ
、
そ
の
か
か
り
方
を
考
え
て

い
た
だ
書
た
い
の
で
す
。

　
市
で
は
今
後
共
、
レ
セ
プ
ト
点

検
を
は
じ
め
と
し
た
医
療
費
の
適

正
化
対
策
、
国
・
府
へ
の
補
助
金

増
額
の
要
望
、
予
防
を
中
心
と
し

た
保
健
対
策
、
収
納
率
の
向
上
対

策
な
べ
国
保
事
業
の
健
全
化
へ

向
け
て
、
関
係
者
が
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
と
し

て
い
未
丁
。

国
保
の
加
入
手
続
き
　

1
4
日
以
内
に

　
会
社
な
ど
を
退
職
し
、
健
康

保
険
が
無
く
な
る
と
国
保
へ
の

加
入
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　
加
入
手
続
き
は
、
転
入
日
や

保
険
が
無
く
な
っ
た
日
か
ら
十

四
日
以
内
で
す
。
届
け
出
が
遅

れ
る
と
、
そ
の
問
の
医
療
費
は

全
額
自
己
負
担
と
な
る
ば
か
り

たとき→印鑑

をやめ一一ナ印鑑・健保の離脱証明書

まれた→印鑑・被保険者証・母子健
　　　　　　康手帳

うけな→印鑑・保護廃止決定通知書
き

厦
に
ぽ
ほ
匯

半日人間ドック国保

受診者を募集中

　
市
で
は
、
成
人
病
の
早
期
発

見
、
早
期
治
療
を
図
る
た
め
、

国
保
加
入
者
を
対
象
に
半
日
人

間
ド
″
ク
の
検
診
料
補
助
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
定
員
に
、
ま
だ
少

１
　
荼
裕
が
あ
り
ま
す
。
ご
希
望

で
な
く
、
保
険
料
は
、
逆
上
っ
て

納
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
国
保
へ
の
加
入
や
、
や
め
る

手
続
き
に
は
、
次
の
ぶ
７
な
も

の
が
必
要
で
す
。
な
お
、
退
職

者
医
療
制
度
に
該
当
ず
る
場
合

は
、
年
金
証
書
を
持
参
く
だ
さ

い
。とき　→印鑑・被保険者証

したとき　→印鑑・被保険者証

｢呆護をうける→印s・被保険者証・保護開
になったとき　　　始決定通知書

犀
ぽ
は
匯

の
人
は
、
印
鑑
と
保
険
証
を
持

っ
て
保
険
年
金
課
へ
お
越
し
ぐ

だ
さ
い
。

▼
対
象
＝
・
検
診
時
点
で
、
次
の

　
項
目
す
べ
て
に
該
当
す
る
人

　
①
本
市
の
国
保
に
継
続
し
て

　
１
年
以
上
加
入
②
4
0
歳
以
上

　
6
5
歳
禾
満
③
入
院
ま
た
は
妊

　
娠
し
て
い
な
い
④
昨
年
度
、

　
こ
の
制
度
か
莉
用
し
て
い
な

　
い
。

▼
費
用
・
：
検
診
料
の
７
割
を
補

　
助
。
本
人
負
担
は
、
男
性
一

　
万
一
千
四
百
円
、
女
性
一
万

　
二
千
三
百
円
。

▼
検
診
日
・
：
３
月
3
1
日
出
ま
で

　
の
希
望
日
（
調
整
す
る
場
合

　
あ
り
）
。

▼
検
診
会
場
・
：
京
都
第
一
赤
十

　
平
病
院
。

812

保
険
料
の
納
付
を
お
忘
れ
な
く

　
　
第
５
期
分
の
納
期
は
２
月
１
日
で
す

　
　
納
付
に
は
便
利
な
口
座
振
替
え
を

節
約
で
き
ま
す
…
医
療
費
必
要
な
病
気
の
早
期

発
見
・
早
期
治
療
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